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みなさまの温かなお気持ちやご支援、いつも

ありがとうございます。 

 

 ８周年記念イベント「つながりが紡ぐ未来

への物語」が、8月 10日（土）に開催され

愛知県だけでなく、関東や関西など遠くから

も支援者の方々が参加してくださいました。 

 登壇者・ボランティアスタッフ集合写真 

 

神経芽腫が再発し、最後の望みをかけて 

イタリアでの治験に参加し、元気になって帰

国したちひろちゃんの登壇には、参加者から

温かな拍手が送られました。 

ちひろちゃんご家族と高橋先生、矢野きよ実さん 

近年、白血病や悪性リンパ腫では、骨髄移

植後の再発例にたいし、患者自身の血液から

リンパ球を分離し遺伝子操作をしてがん細胞 

 

を攻撃できる細胞を作って体内に戻すCAR
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が成果をあげています。この

「がん免疫療法」が、今まで手立てのなかっ

た神経芽腫の再発にも応用できるのです。 

 今回イタリアでの治療が成功したおかげ

で、日本でのG D 2
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発や承認に、ローマの病院の協力を得ること

ができました。１日もはやく、日本で GD2-

CAR-T 細胞療法が実現できることを願って

います。 

 

神経芽腫サバイバー

でシンガー・ソングラ

イターの谷山健太郎さ

んのミニライブも、会

場を盛り上げました。 

 谷山さんは、0歳 10カ月の時に神経芽

腫を発症。音楽の道に入り、CD の売り上げ

の一部を寄付するなど小児がん支援をしてき

ましたが、腸閉塞やリンパ浮腫などの晩期合

併症が出現。コロナ禍に蜂窩織炎、骨髄炎で

入院し、下肢切断の危機にまで見舞われた時

には、かなり落ち込んだそうです。そんな時

に、患者会「止まり木」のメンバーに支えら

れたそうです。 

小児がん経験者の自分が楽しそうに歌う姿

を闘病中やサバイバーの人たちに見てもら

い、楽しく過ごす未来を見つけてほしいと思

っているそうです。 
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